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Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞
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中学校エアコン整備事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 教育総務課

会計 小事大事
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目項
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対象

・普通教室及び特別教室にエアコンを設置する。

・平成25年度にエアコンの設計業務を実施し、平成26年度に設置工事を実施する。
・設置年度からエアコンを最大限利用できるよう、7月までに各教室に設置する。

中学校校舎にエアコンを設置し、子供たちの安全で快適な
教育環境を整える。

主管課長武田　淳個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

中学校の生徒、教職員及び
学校施設利用者

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

エアコン設計委託実施校
数

8 校

平成24年度

0.17

校0

31,920,000

31,920,000

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

33,140,670

・エアコンの設置には多額の費用が掛か
ることから国庫補助や起債を最大限活用
し、一般財源を抑制する工夫が必要。
・設計段階で機器に対する検証を十分に
行い、環境性能、省エネ、防災性等に配
慮して機器の選定を行うことが必要。

平成23年度 平成25年度

0.03

1,220,670

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

エアコンの設置により快適な教育環境が確保でき、学
力の向上が期待できる。

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ｂ　削減の余地がややあ
る

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

エアコンの設置により電気代等の増加が
予想されることから維持費を抑制してい
く工夫が必要。

④今後の
改善計画

学校関係者に対し、エアコンの利用指針
等を示すことにより適切な運用を図る。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

【新規事務事業により記載なし】

【新規事務事業により記載なし】


